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	製品名: ANXA5マウスモノクローナル抗体
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、カルシウム依存性リン脂質結合タンパク質のアネキシンファミリーに属し、その一部は、エキソサイトーシスおよびエンドサイトーシス経路における膜関連イベントに関与していることが示唆されています。アネキシン5は、カルシウムチャネル活性を持つホスホリパーゼA2およびプロテインキナーゼC阻害タンパク質であり、細胞シグナル伝達、炎症、増殖、分化において潜在的な役割を果たすと考えられています。アネキシン5は、胎盤抗凝固タンパク質I、血管抗凝固α、エンドネキシンII、リポコルチンV、胎盤タンパク質4、およびアンカーリンCIIとしても知られています。この遺伝子は13のエクソンを含む29 kbに及び、約1.6 kbの単一転写産物と分子量約35 kDaのタンパク質産物をコードします。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線: コントロール抗原 (100 ng); 紫線: 抗原 (10 ng); 青線: 抗原 (50 ng); 赤線: 抗原 (100 ng);
	

	PANC-1（1）、Hela（2）、A431（3）、A549（4）、MCF-7（5）細胞溶解物に対するANXA5マウスmAbを用いたウエスタンブロット解析。
	

	ANXA5 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Hela 細胞のフローサイトメトリー分析。

